
様式２

平成(    )年度前期・後期

　この授業評価は、学部等の授業と教育システムを改善するための参考資料となるものです。

　該当すると思う項目を黒く塗りつぶしてください。また、自由記述欄に意見・感想を記述してください。

　学部・学科 ○ ○ ○ ○

（研究科とは、大学院のことです。）
○ ○ ○ ○

○ ○ ○

1年 2年 3年 4年 修士1 修士2

　学年 ○ ○ ○ ○ ○ ○

　出席率 ○ ○ ○

【授業の前提条件】
2 3 4 5

１　この授業にはもともと強い関心がありましたか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4

２　この授業を履修した時期・学年は適切でしたか。 ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4

３　この授業の受講者数はあなたにとって適切でしたか。 ○ ○ ○ ○ ○

【学生自身の取組み】

2 3 4 5

４　この授業に真剣な態度で参加できましたか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

５　この授業の予習･復習や課題等に積極的に取り組みましたか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【授業内容の量・速度・難易度】

2 3 4

６　授業内容の量はあなたにとってどうでしたか。 ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4

７　授業を進める速度はあなたにとってどうでしたか。 ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4

８　授業の難易度はあなたにとってどうでしたか。 ○ ○ ○ ○ ○

【授業技術上の改善優先項目】

順位 ア イ ウ エ オ カ キ ク

９　授業技術や準備について特に改善すべき項目はありますか。 １位 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　ある場合は、優先順位の高い順に３つまであげてください。
（具体的な内容は自由記述欄に書いてください。）

ア イ ウ エ オ カ キ ク

　ア　教員の話し方　　イ　教材（視聴覚教材を含む）や板書の使い方 ２位 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　ウ　授業内容の構成、整理　　エ　発言や質問の機会
　オ　教科書や配布資料と授業内容の関係　
　カ　課題やレポートと授業内容の関係 ア イ ウ エ オ カ キ ク

　キ　シラバスと授業内容の関係　　ク　教室等の環境、設備 ３位 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

《　裏　面　に　続　く　》

出席率2/3以上 出席率2/3ｰ1/2 出席率1/2以下

人間福祉学科

総合政策学部 盛岡短期大学部 宮古短期大学部

社福研究科 ｿﾌﾄｳｪｱ研究科 総合政策研究科

看護研究科

授 業 コ ー ド

学　生　に　よ　る　授　業　評　価　調　査　票

　オムニバスの場合、マークは授業内容全体に基づいて付け、担当教員の個別事項などは自由記述欄に記述してください。

看護学部 社会福祉学科

（裏面にマーク方法が説明してあります。）

ｿﾌﾄｳｪｱ情報学部

　　1そう思わない 6そう思う

6そう思う

1遅すぎた 5早すぎた

1少なすぎた 5多すぎた

　　1そう思わない

　　1そう思わない 6そう思う

1少ない 5多い

1遅い 5速い

1易しい 5難しい



【総合評価】

2 3 4 5

10　教員の熱意をどの程度感じましたか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

11　あなたはこの授業の到達目標を達成できましたか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

12　この授業で得たものは多かったと思いますか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

13　総合的に考えてこの授業に満足できましたか。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

14（追加項目） ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

15（追加項目） ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 3 4 5

16（追加項目） ○ ○ ○ ○ ○ ○

【自由記述欄】

17　この授業を履修して、良かったと思う点を書いてください。

18　この授業を履修して、今後改善して欲しいと思う点を書いてください。

19　その他、この授業に関する意見や感想などを自由に書いてください。

　　1感じなかった 6強く感じた

　　1できなかった 6できた

　　1そう思わない 6そう思う

　　1不満である 6満足できた

1 6

1 6

1 6

　ご協力ありがとうございました。 マーク方法

1.マークは必ず黒の筆記具で正確に塗りつぶしてください。
良い例　●　　　　悪い例　○　　　○

2.訂正する場合は、間違ったマークをきれいに消してください。

3.調査票を汚したり、折り曲げたりしないでください。


